
前
固
ま
で
土
の
凶
や
酸
性
の

問
題
点
な
ど
を
説
明
し
た
。
土

が
弱
い
酸
性
を
示
す
こ
と
自
体

は
悪
く
な
い
が
、
酸
性
が
進
み

過
ぎ
る
と
、
土
の
種
類
に
よ
っ

て
は
養
分
の
効
き
方
や
作
物
の

生
育
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
応
じ

た
対
処
が
必
要
と
な
る
。

微
生
物
や
養
分
考
え
る
と

理
想
は

6
・0
5
6
・5

日
本
の
土
は
基
本
的
に
酸
性

で
、
凶
は
7
未
満
で
あ
る
。
土

壌
微
生
物
の
活
動
や
作
物
養
分

の
可
給
性
な
ど
に
及
ぼ
す
影
響

を
総
合
的
に
考
え
る
と
、
土
の
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種
類
が
違
う
の
で
判
断
が
難
し

く
、
土
壌
診
断
で
交
換
酸
度
を

分
析
し
て
み
る
と
よ
い
。

炭
カ
ル
で
φ

見
掛
け
ψ

上
げ

ア
ル
ミ
の
障
害
を
抑
え
る

土
の
凶
が
低
く
交
換
性
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
が
多
い
場
合
は
、
養

分
の
欠
乏
と
同
時
に
、
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
に
よ
る
生
育
障
害
が
大

き
な
問
題
と
な
る
。
対
処
と
し

て
は
、
ま
ず
炭
カ
ル
な
ど
の
石

灰
質
資
材
を
入
れ
て

H

見
掛
け

苦土炭カル区石こう肥料区対照区

凶
が
5
・
5
1
7
・
0
で
あ
れ

ば
全
体
的
に
バ
ラ
ン
ス
が
良

く
、
特
に
6
・
0
51
6
1
5
が

理
想
的
で
あ
る
（
図
1
）。

土
の
凶
が
5
・
5
を
下
回
る

と
、
土
壌
微
生
物
の
中
で
も
細

菌
や
放
線
菌
の
働
き
が
悪
く
な

り
、
特
に
窒
素
の
無
機
化
や
硝

酸
化
成
が
遅
く
な
る
た
め
、
窒

素
の
供
給
が
減
少
す
る
。
ま
た

リ
ン
酸
、
カ
リ
、
カ
ル
シ
ウ
ム

や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
可
給

性
も
低
下
す
る
た
め
、
作
物
が

養
分
を
十
分
に
吸
収
で
き
ず
生

育
が
悪
く
な
る
可
能
性
が
高
ま

る
。
一
方
、
凶
が
7
・
0
を
上

回
る
と
、
リ
ン
酸
の
可
給
性
が

低
下
し
、
鉄
、
マ
ン
ガ
ン
、
亜

鉛
や
銅
な
ど
の
微
量
必
須
元
素

も
吸
収
で
き
な
く
な
り
生
育
が

低
下
す
る
（
図
1
）。

酸
性
を
好
む
作
物
も
あ
れ

ば
、
中
性
を
好
む
作
物
も
あ
る

た
め
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、

土
壌
微
生
物
に
よ
る
有
機
物
の

分
解
や
養
分
の
循
環
の
重
要
性

を
考
え
れ
ば
、
や
は
り
弱
酸
性

に
改
良
す
る
の
が
理
想
的
で
あ

る
。
た
だ
し
、
先
月
号
で
説
明

し
た
よ
う
に

H

本
当
の
凶
H

で

な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

交
換
性
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が

発
生
す
る
か
土
を
調
べ
る

酸
性
化
す
る
と
、
作
物
に
有

害
な
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
イ
オ
ン
が

溶
け
出
す
土
が
あ
る
こ
と
を
先

月
号
で
説
明
し
た
。
土
に
含
ま

れ
る
粘
土
鉱
物
や
腐
植
物
質
の

量
と
種
類
に
よ
っ
て
、
交
換
性

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
発
生
す
る
か

否
か
が
決
ま
る
。
圃
場
の
土
が

ど
ち
ら
か
知
る
た
め
に
は
主
に

2
つ
の
方
法
が
あ
る
。

ま
ず
は
土
壌
診
断
で
交
換
酸

度
（
あ
る
い
は
置
換
酸
度
）
を

分
析
す
る
と
と

一
二
一
一
一
一
一

一
虹
で
あ
る
。
一
般

一
二
二
二
一4

の
分
析
項
目
に

わ・1

＝
a

J

ニ
a

一
悦
は
含
ま
れ
て
い

わ
醐
銅
府
市

・一
川
な
い
が
、
十
勝

t
一

F
7
2
J

皇
国国

民
農
協
連
の
土
壌

A
u
 m

診
断
で
は
オ
プ

同
シ
ヨ
ン
で
分
析

を
依
頼
で
き

図 1の
凶
が
を
上
げ
る
。
凶
が
上
が

る
と
、
土
の
溶
液
に
溶
け
出
し

た
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
イ
オ
ン
が
沈

殿
し
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
に
よ
る

障
害
を
抑
え
ら
れ
る
。

一
方
、
土
の
凶
が
低
く
交
換

性
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
少
な
い
場

合
は
、
塩
基
飽
和
度
が
低
く
、

カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

な
ど
の
欠
乏
が
大
き
な
問
題
と

な
る
。
対
処
と
し
て
は
、
ま
ず

硫
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
（
石
こ
う
肥

料
）
や
硫
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

（
硫
酸
苦
土
）
な
ど
水
に
溶
け

や
す
い
肥
料
を
入
れ
て
、
欠
乏

し
て
い
る
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
を
供
給
す
る
。

い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
凶
年

5
月
号
で
説
明
し
た
よ
う
に
、

長
期
的
に
は
塩
基
飽
和
度
を

ω
%
以
上
に
上
げ
る
と
と
が
重

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
炭

カ
ル
、
苦
土
炭
カ
ル
、
水
マ

グ
、
堆
肥
な
ど
を
定
期
的
に
施

用
し
、
土
の
中
の
交
換
性
カ
ル

シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
カ

リ
ウ
ム
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
て

い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
塩

基
飽
和
度
が
高
く
な
れ
ば
、
土

の
P

本
当
の
凶
d

も
高
く
な

り
、
酸
性
の
問
題
を
根
本
的
に

解
消
で
き
る
。

カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏
の
土
に

石
こ
う
肥
料
施
用
が
効
果

ア
フ
リ
カ
南
東
部
に
マ
ラ
ウ

イ
共
和
国
と
い
う
小
さ
な
国
が

あ
る
。
標
高
の
高
い
地
域
で
馬

鈴
し
ょ
を
生
産
す
る
が
、
土
は

オ
キ
シ
ソ
ル
（
O
巴
ω
o
Z
）
と

い
う
非
常
に
古
く
て
レ
ン
ガ
の

よ
う
に
真
っ
赤
で
固
い
土
で
あ

る
。
土
の
凶
は
4
・
7
と
強
酸

性
で
、
塩
基
飽
和
度
は
げ
%
と

著
し
く
低
い
が
、
交
換
性
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
は
士
1
キロ

d
フ
当
た
り

1
セ
ン
チ
モ
ル
チ
ャ
ー
ジ
未
満

で
あ
ま
り
多
く
な
い
。

こ
の
土
に
窒
素
と
リ
ン
酸
を

含
む
化
学
肥
料
と
草
木
灰
を
施

用
し
た
対
照
区
、
そ
れ
ら
に
加

え
て
石
こ
う
肥
料
あ
る
い
は
苦

土
炭
カ
ル
を
施
用
し
た
区
を
設

置
し
て
馬
鈴
し
ょ
の
栽
培
試
験

を
行
う
と
、
塊
茎
収
量
は
石
こ

う
肥
料
区
、
苦
土
炭
カ
ル
区
、

対
照
区
の
順
に
多
く
な
っ
た

（
写
真
）
。
土
の
凶
は
苦
土
炭

カ
ル
を
施
用
し
た
区
で
最
も
上

が
っ
た
。
交
換
性
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
に
よ
る
障
害
が
少
な
い
た
め

川
見
掛
け
の
凶
H

が
上
が
っ
て

も
収
量
増
加
に
直
結
し
な
い
。

石
こ
う
肥
料
を
施
用
し
た
試
験

る
。
交
換
酸
度
が
l
未
満
で
あ

れ
ば
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
イ
オ
ン

が
溶
け
出
す
心
配
は
全
く
な

く、

3
未
満
で
も
ほ
ぼ
心
配
は

い
ら
な
い
。
一
方
、

5
以
上
で

あ
れ
ば
、
交
換
性
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
が
多
く
、
土
が
酸
性
化
す
る

と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
イ
オ
ン
が
溶

け
出
し
、
作
物
の
根
の
伸
長
や

生
育
を
著
し
く
阻
害
す
る
危
険

性
が
高
い
。

も
う
一
つ
の
方
法
は
、
自
分

の
圃
場
の
土
が
、
ど
の
よ
う
な

土
壌
タ
イ
プ
で
あ
る
か
を
知
る

こ
と
で
あ
る
。
北
海
道
施
肥
ガ

イ
ド
で
は
火
山
性
土
、
低
地

土
、
台
地
士
、
泥
炭
土
に
分
類

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

2
0
1
8
年
7
月
号
で
説
明
し

た
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ

で
検
索
し
て
さ
ら
に
詳
し
く
知

る
こ
と
が
で
き
る
（
農
研
機
構

農
業
環
境
変
動
研
究
セ
ン
タ
ー

「
日
本
土
壌
イ
ン
ベ
ン
ト

リ
l
」
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
参
照
）
。

も
し
、
土
の
種
類
が
黒
ボ
ク
土

（
火
山
性
土
）
や
泥
炭
土
で
あ

れ
ば
、
交
換
性
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

が
発
生
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
た
だ
し
、
同
じ
黒
ボ
ク

土
で
も
、
非
ア
ロ
フ
ェ
ン
質
黒

ボ
ク
土
に
分
類
さ
れ
て
い
る
場

区
で
は
、
水
溶
性
カ
ル
シ
ウ
ム

が
増
加
し
、
馬
鈴
し
ょ
に
必
要

な
カ
ル
シ
ウ
ム
が
供
給
さ
れ
収

量
増
加
に
つ
な
が
っ
た
。

苦
土
炭
カ
ル
を
入
れ
て
も
す

ぐ
に
溶
け
る
わ
け
で
は
な
い
。

ゆ
っ
く
り
と
溶
け
出
し
、
数
年

後
に
塩
基
飽
和
度
が
上
が
り
、

土
の
凶
も
上
が
る
。
長
期
的
に

見
れ
ば
無
駄
で
は
な
い
が
、
今

す
ぐ
に
対
処
で
き
る
わ
け
で
は

な
い
。
マ
ラ
ウ
イ
の
強
酸
性
の

土
で
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
の
欠
乏
が
問
題
で
あ

り
、
今
す
ぐ
問
題
に
対
処
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
水
に
溶
け
る
肥

料
の
施
用
が
必
要
で
あ
る
。
た

だ
し
、
そ
の
他
の
養
分
や
土
壌

微
生
物
の
活
性
を
高
め
、
よ
り

収
量
を
上
げ
て
い
く
た
め
に

は
、
や
は
り
塩
基
飽
和
度
を
高

め
、
土
の
凶
を
上
げ
る
こ
と
が

最
終
的
に
は
必
要
で
あ
る
。

や
み
く
も
に
土
の
凶
を
上
げ

る
の
で
は
な
く
、
士
の
も
と
も

と
の
特
性
を
理
解
し
、
土
が
酸

性
で
あ
る
こ
と
が
作
物
の
生
育

や
収
量
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
て
い
る
の
か
を
見
極
め
、

短
期
の
視
点
と
長
期
の
視
点
の

両
方
か
ら
適
正
に
対
処
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
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